
 
 

 

 

 

 

 

 

１  担当者からのメッセージ 

・コミュニケーション英語Ⅱはコミュニケーション英語Ⅰに引き続き、英語を「話す」、「書く」、「聞く」、「読む」の 4 技能を身につける授業です。そのため、授業

に積極的に参加・活動し、英語に親しみましょう。その結果、高校英語のまとめになり、英語が使えることが実感できるよう一緒に学んでいきましょう。 

・授業中に実際、英語の 4 技能を使用する中で、どのように語彙や文法が使われているかと意識し、自分でも使えるようになることを目標に学習を進めていきまし

ょう。 

・音読、ペアワーク、暗唱等は実際に声に出して英語を学習する大切練習です。聞いている人に「伝わった」と思えるようにはっきり音に出して学習していきまし

ょう。 

 

２【第３学年】学習到達目標：CAN-DO リストの該当学年の 4 技能の学習到達目標 

第３学年  履修科目：コミュニケーション英語Ⅱ （２単位） 教科書・教材  表現のための標準英語構文ノート 87 / 英語の構文 80 総合問題演習 

        

①話すこと ②書くこと ③聞くこと ④読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

簡単な語や表現を使って、

互いの意見交換（賛成か反

対か、どう思っているかな

ど）をすることができる。 

 

 

 

英語総合 

発表等 

英会話 

ペアワー

ク等 

コ英語Ⅱ 

発表等 

身近な話題等に関して、読

んだり聞いたりした内容の

要点を簡潔に文章で書くこ

とができる。 

・つながりが伝わるように

語句に注意しながら表現で

きる。 

コ英語Ⅱ 

英作文 

 

・日常的なあいさつがで

き、身の回りで起こった

ことや経験したことなど

について聞き取りをする

ことができる。 

・情報の概要が理解でき、

文脈に沿った理解までで

きる。 

英語総合 

リスニング 

英会話 

ペアワーク

等 

小説などを読み、背景を踏

まえ事実関係だけでなく、

登場人物の気持ちなどを

把握し、気持ちの応じて適

切な速度や声の調子で音

読することができる。 

英語総合 

英語演習 

暗唱・ペア

ワーク等 

 

３ 学習評価（評価の観点と実施方法） 

観

点 

 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 言語や文化についての知識理解 

実

施

方

法 

 

コミュニケーションに関心を持ち、

積極的に言語活動を行い、コミュニ

ケーションをはかろうとしている

かを適切に評価できる方法で実施

する。 

CAN-DO リストによる「話すこと」、「聞

くこと」の到達目標を適切に評価できる

方法で実施する。 

CAN-DO リストによる「聞くこと」、「読

むこと」の到達目標を適切に評価でき

る方法で実施する。 

英語やその運用についての知識を身に

つけているとともにその背景にある文

化や習慣等を理解・把握しているかど

うかを適切に評価できる方法で実施す

る。 

・上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階評定にまとめる 

・学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し評価する 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和３年度 府立大冠高等学校 外国語科（英語） シラバス（指導と評価の年間計画）  

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ２ 第３学年 
表現のための標準英語構文ノート 87 

英語の構文 80 総合問題演習 

 

 



４ 学習の活動 

単元 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

 

 

 

 

１

学

期 

表現のため

の標準英語

構文ノート

87 

 

・関係詞構文 

Part1～3 

 

（16時間） 

*平易な英文で身近なテーマの

様々なジャンルを扱う 

 

*文法別に基礎的な問題を扱う 

（関係詞構文） 

 

コミュニにケーションへの関心・態度・意欲 

・速読・精読・ディクテー

ション・リスニングを通し

て総合的な英語力を身につ

ける 

 

 

 

・速読・精読による大意尉把握 

・ディクテーション・リスニング 

・ペアワークによる音読練習や基本例

文の暗唱 

・テキストの問題による演習 

・小テストによる振り返り 

 

・ペアワーク

での練習が

できている 

・ワークシー

トやリスニ

ングシート

が記入でき

る 

・ワークシート 

・リスニングシート 

・ペアワーク等 

以上の言語活動の観察及び

内容理解のチェックや提出

状況の把握 

・定期考査 

外国語理解の能力（外国語の表現能力については設定なし） 

・基本的な語彙を確認する 

・基本例文を覚え要点を理

解する 

 

・テキストの問題による演習（内容把

握） 

・本文や問題文中の語彙理解 

 

・練習問題が

できる。 

・文脈に沿っ

た語彙理解

ができる。 

・ペアワーク等 

・リスニングシート 

・授業時間内の小テスト 

以上の言語活動の観察及び提

出状況の把握 

・定期考査 

言語や文化についての知識理解 

・自国と外国の文化・習慣

の違いを知る 

・文法項目（関係詞）の理

解と使い方の確認 

・本文や問題文で用いられた意味・用

法（関係詞）を確認する 

・小テストによる振り返りもおこなう 

 

・関係詞の

使い方がわ

かる。 

・テキスト設問への回答、授業

時間内小テスト及び定期考査

で知識の理解度や定着度を判

断する 

 

表現のため

の標準英語

構文ノート

87 

 

・条件構文 

Part1～3 

 

（16時間） 

*平易な英文で身近なテーマの

様々なジャンルを扱う 

 

*文法別に基礎的な問題を扱う 

（条件構文） 

コミュニケーションへの関心・意欲・態度 

*速読・精読・ディクテーシ

ョン・リスニングの力を身

につける 

・テーマについてのペアワ

ーク等で理解を深める 

 

・速読・精読よる大意尉把握 

・ディクテーション・リスニング 

・ペアワークによる音読練習や基本例

文の暗唱 

 

・ペアワークで

の練習ができ

る。 

・ワークシート

やリスニング

シートが記入

できる。 

・ワークシート 

・リスニングシート 

・ペアワーク等 

以上の言語活動の観察及び

内容理解のチェックや提出

状況の把握 

・定期考査 

外国語理解の能力（外国語の表現能力については設定なし） 

・練習問題に答え、正答を

チェックする 

・パラグラフ毎の質問・応

答ができる 

・テキストの問題による演習（内容把

握） 

・小テストによる振り返り 

 

・設問に答え

ることがで

きる。 

・文脈に沿っ

た語彙理解

ができる。 

・ワークシート 

・ペアワーク等 

・定期考査 

以上の言語活動の観察及び内

容理解のチェックを活用 

言語や文化についての知識理解 

・本文中の意味・表現を理

解する 

・条件構文を理解する 

・ペアワーク 

・小テストによる振り返り 

・本文や問題文中の語彙理解 

 

・条件構文の

使い方がわ

かる。 

テキスト設問への回答、授業時

間内小テスト及び定期考査で

知識の理解度や定着度を判断

する 

 

 

２

学

期 

表現のため

の標準英語

構文ノート

87 

 

・比較構文 

Part1～3 

 

（16時間） 

*平易な英文で身近なテーマの

様々なジャンルを扱う 

 

*文法別に基礎的な問題を扱う 

（比較構文） 

コミュニケーションへの関心・意欲・態度 

・速読・精読・ディクテー

ション・リスニングを通し

て総合的な英語力をつける 

・テーマについてのペアワ

ーク等で理解を深める 

 

・速読・精読よる大意尉把握 

・ディクテーション・リスニング 

・ペアワークによる音読練習や基本例

文の暗唱 

 

・ペアワークで

の練習ができ

ている 

・ワークシート

やリスニング

シートが記入

できる。 

・ワークシート 

・リスニングシート 

・ペアワーク等 

・定期考査 

以上の言語活動の観察及び

提出状況の把握 

 

外国語表現の能力 

・出題形式別に実践的な問

題にチャレンジし，正答を

導く 

・テキストの問題による演習 

・小テストによる振り返り 

 

・設問に答え

る（口頭及び

筆記）ことが

できる。 

 

・ワークシート、設問 

・ペアワーク等 

・定期考査 

以上の言語活動の観察及び

内容理解のチェックを活用 

外国語理解の能力 

・パラグラフ毎の質問・応

答ができる 

・パラグラフ毎の要約がで

きる 

・テキストの問題による演習 

・本文や問題文中の語彙理解 

・小テストによる振り返り 

 

・設問に答え

る（口頭及び

筆記）ことが

できる。 

・文脈に沿っ

た語彙理解

ができる。 

・ペアワーク、設問、小テ

スト 

・定期考査 

以上の言語活動の観察及び

内容理解のチェックを活用 

言語や文化についての知識理解 

・比較を使った表現力の向

上や英文構造の理解し、読

む力をつける。 

 

 

 

 

 

・本文や問題文で用いられた意味・用

法を確認する 

 

・比較の使い

方がわかる。 

テキスト設問への回答、授業時

間内小テスト及び定期考査で

知識の理解度や定着度を判断

する。 



 

英語の構文

８０総合問

題演習 

 

不定詞、動名

詞、分詞の研

究 

 

（16時間） 

*平易な英文で身近なテーマの

様々なジャンルを扱う 

 

*文法別に基礎的な問題を扱う 

（不定詞、動名詞、分詞） 

 

コミュニケーションへの関心・意欲・態度及び外国語の理解能力 

・速読・精読・ディクテー

ション・リスニングを通し

て総合的な英語力を身につ

ける 

 

 

・速読・精読よる大意把握、パラグラ

フ理解を行う 

・ディクテーション・リスニング 

・ペアワークによる音読練習や基本例

文の暗唱 

 

・ペアワークで

の練習ができ

ている 

・ワークシート

やリスニング

シートが記入

できる。 

・ワークシート 

・リスニングシート 

・ペアワーク等 

・定期考査 

以上の言語活動の観察及び

内容理解のチェックを活用 

外国語表現の能力 

・文化についての知識理解 

・出題形式別に実践的な問

題にチャレンジする 

・問題演習・英作文 

・小テストによる振り返り 

・設問に答え

る（口頭及び

筆記）ことが

できる。 

 

・設問、小テスト 

・ペアワーク 

・定期考査 

以上の言語活動の観察及び

内容理解のチェックを活用 

 

外国語理解の能力 

・パラグラフ毎の質問・応

答ができる 

・パラグラフ毎の要約がで

きる 

 

・テキストの問題による演習 

・小テストによる振り返り 

・本文や問題文中の語彙理解 

 

・設問に答え

る（口頭及び

筆記）ことが

できる。 

・文脈に沿っ

た語彙理解

ができる。 

・ペアワーク、テキスト設

問、小テスト 

・定期考査 

上の言語活動の観察及び内

容理解のチェックを活用 

言語文化についての知識理解 

・文法の知識（不定詞、動

名詞、分詞）を理解する 

 

・本文や問題文で用いられた意味・用

法を確認する 

・不定詞、

動名詞、分

詞の使い方

がわかる。 

テキスト設問への回答、授業時

間内書テスト及び定期考査で

知識の理解度や定着度を判断

する 

 

 

 

 

 

 

３

学

期 

英語の構文

８０総合問

題演習 

 

否定、結果構

文の研究 

 

（16時間） 

*平易な英文で身近なテーマの

様々なジャンルを扱う 

 

*文法別に基礎的な問題を扱う 

（否定、結果構文） 

 

コミュニケーションへの関心・意欲・態度 

・速読・精読・ディクテー

ション・リスニングを通し

て総合的な英語力を身につ

ける 

 

 

・速読・精読よる大意把握、パラグラ

フ理解を行う 

・ディクテーション・リスニング 

・ペアワークによる音読練習や基本例

文の暗唱 

 

・ペアワークで

の練習ができ

ている 

・ワークシート

やリスニング

シートが記入

できる。 

・ワークシート 

・リスニングシート 

・ペアワーク等 

・定期考査 

以上の言語活動の観察及び

内容理解のチェックを活用 

外国語表現の能力 

・出題形式別に実践的な問

題にチャレンジし，正答を

導く 

 

・問題演習・英作文（文のつながりを

考えた英文の作成） 

・小テストによる振り返り 

 

・設問に答え

る（口頭及び

筆記）ことが

できる。 

 

・ワークシート、ペアワー

ク等 ・小テスト 

・定期考査 

以上の言語活動の観察及び

内容理解のチェックを活用 

外国語理解の能力 

・パラグラフ毎の質問・応

答ができる 

・パラグラフ毎の要約がで

きる 

  

テキストの問題による演習 

小テストによる振り返り 

本文や問題文中の語彙理解 

 

・設問に答え

る（口頭及び

筆記）ことが

できる。 

・文脈に沿っ

た語彙理解

ができる。 

テキスト設問 

・ワークシート、小テスト 

・定期考査 

以上の言語活動の観察及び

内容理解のチェックを活用 

言語文化についての知識理解 

文法の知識（否定、結果構

文）を使った表現力の向上

や英文構造の理解し、読む

力をつける 

 

本文や問題文で用いられた意味・用法

（否定、結果構文）を確認する 

・否定、結

果構文の研

究の使い方

がわかる。 

テキスト設問への回答、授業時

間内書テスト及び定期考査で

知識の理解度や定着度を判断

する 


